
感 染 症 に つ い て 
1. 医師が記入した「完治登園許可証明書」または「療養報告書」が必要な病気 

次の病気と診断された場合は、病気の悪化と他のお子さんへの感染を予防するため、一定期間お休みとなります                                  

病  名 登園の目安 

麻しん（はしか） 解熱後３日を経過してから 

風しん 発しんが消失してから 

水痘（水ぼうそう） すべての発しんが痂皮（かさぶた）化してから 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫脹が発現してから5日経過し、かつ全身状態が良好になってから 

結核 感染の恐れがなくなってから 

咽頭結膜熱（プール熱または

アデノウイルス） 
発熱、充血等の主な症状が消え２日経過してから 

流行性角結膜炎 結膜炎の症状が消失してから ※目の充血や目やにが出ている時は医療機関へ受診をしてからの登園をお願いしております 

百日咳 特有の咳が消失している又は適正な抗菌性物質製剤による5日間の治療が終了してから 

腸管出血性大腸菌感染症 感染の恐れがなくなってから（無症状病原体保有者の場合、連続2回の検便によって陰性が確認されたもの 

インフルエンザ 発症日から５日を経過し、かつ解熱した後３日間経過してから ※療養報告書の提出が必要 

新型コロナウイルス感染症 発症日から5日を経過し、かつ症状が軽快した後1日を経過するまで 

2． 自宅で療養していただきたい病気 

次の病気は医師の診断を受け、集団生活に支障がないと診断されてから登園してください。 

病  名 感染しやすい時期 登園の目安     備  考 

溶連菌感染症 
適切な抗菌剤治療を開始す

る前と開始後１日間 
抗菌薬内服後２４時間経過していること 

抗生剤治療を徹底。リウマチ熱、急性

糸球体腎炎を合併することがある 

マイコプラズマ肺炎 
適切な抗菌剤治療を開始す

る前と開始後数日間 
発熱や激しい咳が治まっていること 

手足口病 
手足や口腔内に水泡・潰瘍が

発症した数日間 
発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく普段の食事がとれること 

伝染性紅斑（りんご病） 発疹出現前の１週間 全身状態が良いこと 
妊婦が発症すると流産や胎児水腫を

おこすことがある 

ウイルス性胃腸炎 

（ノロ、ロタなど） 

症状がある間と、症状消失後

１週間（量は減少していくが

数週間ウイルスを排出して

いるので注意が必要） 

嘔吐や下痢などの症状が治まり、普段の

食事がとれること 

嘔吐、下痢が続く時は脱水をおこし

やすい 

ヘルパンギーナ 

急性期の数日間（便の中に１

か月程度ウイルスを排出し

ているので注意が必要） 

発熱、口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく普段の食事がとれること 

RSウイルス 呼吸器症状のある期間 呼吸器症状が消失し、全身状態が良いこと 

帯状疱疹（ヘルペス） 水疱を形成している間 すべての発疹が痂皮（かさぶた）化していること 

突発性発疹   解熱し機嫌が良く全身状態がよいこと 

3． 適切な処置をして登園していただきたい病気 

病  名 感染しやすい時期 登園の目安     備  考 

水いぼ   
掻きこわし傷から滲出液が出ている時

は覆うこと 

掻きこわしや炎症がある場合はプー

ルを控える 

伝染性膿痂しん（とびひ）  

皮しんが乾燥している、または浸潤部

位が覆える程度のものであること(皮

しん・痂皮が浸潤している間は接触に

よる感染力が認められる） 

浸潤部位はガーゼで被覆し、他の園

児が感染しないようにする。治癒す

るまではプールは禁止する 

頭じらみ 発症から駆除開始し数日間 駆除を開始していること 

「完治登園許可証明書」・「療養報告書」は、園指定の用紙となります。必要な方は園に申し出て下さい。なお、若竹保

育園のホームページからもダウンロードできます。受診して病気が分かった場合は、早めに園に連絡をしてください。 


